
№ 001

契約番号： 5051000907

変更契約の内容に関する事項の公表

（ 1）当 初 契 約 年 月 日 令和６年３月１１日

（ 2）変 更 契 約 年 月 日 令和６年８月１９日

（ 3）業 種 土木一式工事　

（ 4）件 名 道路補修工事（市道４０４４０号線）

（ 5）場 所 越谷市大字増森地内

（ 6）受 注 者 有限会社杉本土建            

（ 7）受 注 者 住 所 埼玉県越谷市袋山２０５９－１

（ 8）履 行 期 間 令和６年３月１１日 から 令和６年８月３０日 まで

（ 9）契 約 金 額 7,480,000 円(税込み)

（10）変 更 金 額 661,100 円(税込み)

（11）変更後の契約金額 8,141,100 円(税込み)

（12）変 更 の 概 要 施工延長：８３．２ｍ、幅員：２．４～４．９ｍ

防護柵工：立入防護柵（擁壁基礎）　　　　　　　　７８ｍ

　　　　　立入防護柵（基礎ブロック）　　　　　　　５ｍ

舗装工　：舗装版破砕　　　　　（ｔ＝４０ｍｍ）２２８ｍ２

　　　　　表層（再生密粒度Ａｓ　ｔ＝４０ｍｍ）２２７ｍ２

（13）変 更 の 理 由 ・令和６年３月から適用する公共工事設計労務単価の運用に係る特別措置により、労務単価の変更
をいたします。

・掘削残土に産業廃棄物が混入していたことから、適切な処分について増工とします。また、舗装
工において想定された路盤が形成されていなかったことから、路盤工を増工するとともに、立入防
止柵の一部について維持管理しやすくするためフェンスの端部を門扉へ変更します。



№ 002

契約番号： 5051000743

変更契約の内容に関する事項の公表

（ 1）当 初 契 約 年 月 日 令和５年１２月１８日

（ 2）変 更 契 約 年 月 日 令和６年８月２０日

（ 3）業 種 土木一式工事　

（ 4）件 名 応急対策工事（５－６）

（ 5）場 所 越谷市大字大泊地内

（ 6）受 注 者 山﨑建設株式会社            

（ 7）受 注 者 住 所 埼玉県越谷市越ヶ谷２－８－１２

（ 8）履 行 期 間 令和５年１２月１８日 から 令和６年８月３０日 まで

（ 9）契 約 金 額 68,099,900

（10）変 更 金 額 金額の変更無し

（11）変更後の契約金額 ━━━━━━━━━━

（12）変 更 の 概 要 ゲート部土木工事一式

　仮設工　鋼矢板（６．５ｍ）　７６枚→８７枚

　敷鉄板　０ｍ２→２９７ｍ２

　支障木の伐採　３本→７本

　地盤改良排泥液処分　汚泥吸排車　１１台→３３台

　土質試験　０式→１式

【工期変更】

　当初履行期限：令和６年３月２２日

　変更履行期限：令和６年８月３０日　延長日数：１６１日

（13）変 更 の 理 由 鋼矢板工について、鋼矢板圧入を施工していたところ、地中に再生砂層が確認されたことから、
ウォータージェット併用による施工とする。このことから仮設工を増工とする。また、地盤改良工
について、地盤改良後の残土にセメントが混在しており、埋戻しに適さないことが確認されたた
め、残土処分とし、増工とする。

さらに、フェンス、場内舗装、マンホール撤去及び開口部補強について、ポンプ設備工事により、
重機によるポンプ設置に支障となることから別途工事にて施工するため、附帯工及び補強工を減工
とする。



№ 003

契約番号： 5061000047

変更契約の内容に関する事項の公表

（ 1）当 初 契 約 年 月 日 令和６年５月２７日

（ 2）変 更 契 約 年 月 日 令和６年８月２３日

（ 3）業 種 舗装工事　

（ 4）件 名 道路舗装工事（市道２２００号線）

（ 5）場 所 越谷市東越谷十丁目地内

（ 6）受 注 者 池中建設株式会社            

（ 7）受 注 者 住 所 埼玉県越谷市東越谷７－３１－３

（ 8）履 行 期 間 令和６年５月２７日 から 令和６年８月３０日 まで

（ 9）契 約 金 額 32,257,500 円(税込み)

（10）変 更 金 額 2,906,200 円(税込み)

（11）変更後の契約金額 35,163,700 円(税込み)

（12）変 更 の 概 要 舗装工：路面切削（ｔ＝１００）　　　　　１８８０ｍ２→１９００ｍ２

　　　　表層（ｔ＝５０）改質Ⅱ型　　　　１８８０ｍ２→１９００ｍ２

　　　　基層（ｔ＝５０）改質Ⅱ型　　　　１８８０ｍ２→１９００ｍ２

　　　　路上再生路盤（ｔ＝１００）　　　１８８０ｍ２→１９００ｍ２

　　　　切削オーバーレイ（ｔ＝５０）改質Ⅱ型　０ｍ２→４０２ｍ２

配合量：セメント量　　　　　　５３６ｋｇ／１００ｍ２→６１６ｋｇ／１００ｍ２

　　　　アスファルト乳剤量　　１０８２Ｌ／１００ｍ２→１１０６Ｌ／１００ｍ２

（13）変 更 の 理 由 現場調査・地元調整の結果、市道１１３０号線交差点まで表層を施工します。



№ 004

契約番号： 5061000048

変更契約の内容に関する事項の公表

（ 1）当 初 契 約 年 月 日 令和６年５月２７日

（ 2）変 更 契 約 年 月 日 令和６年８月２３日

（ 3）業 種 土木一式工事　

（ 4）件 名 道路補修工事（市道６０７４９号線）

（ 5）場 所 越谷市大字野島地内

（ 6）受 注 者 清和土木株式会社            

（ 7）受 注 者 住 所 埼玉県越谷市南荻島４２８８

（ 8）履 行 期 間 令和６年５月２７日 から 令和６年８月３０日 まで

（ 9）契 約 金 額 5,137,000 円(税込み)

（10）変 更 金 額 423,500 円(税込み)

（11）変更後の契約金額 5,560,500 円(税込み)

（12）変 更 の 概 要 排水構造物工：床掘り　　　　　　　　　　　　　　６２ｍ２　→　６６ｍ２

　　　　　　　残土処理　　　　　　　　　　　　　５９ｍ２　→　６３ｍ２

　　　　　　　塩ビ管布設（ＶＵφ２００　Ｃｏ防護）３９ｍ　→　４９ｍ

舗　装　工　：下層路盤（ＲＣ－４０：人力）　　１０５ｍ２　→　１１４ｍ２

　　　　　　　上層路盤（Ｍ－３０：人力）　　　１０５ｍ２　→　１１４ｍ２

　　　　　　　表層（再生密粒度Ａｓ）　　　　　１０５ｍ２　→　１１４ｍ２

　　　　　　　舗装版切断　　　　　　　　　　　　１２０ｍ　→　１３０ｍ

　　　　　　　舗装版破砕　　　　　　　　　　　１０７ｍ２　→　１１６ｍ２

　　　　　　　殻運搬処理　　　　　　　　　　　　　５ｍ３　→　６ｍ３

（13）変 更 の 理 由 現場調査・住民調整の結果、浸水箇所をより軽減する為、施工延長を１０ｍ延長して施工します。



№ 005

契約番号： 5051000905

変更契約の内容に関する事項の公表

（ 1）当 初 契 約 年 月 日 令和６年３月１１日

（ 2）変 更 契 約 年 月 日 令和６年８月２８日

（ 3）業 種 土木一式工事　

（ 4）件 名 道路補修工事（市道１０７０号線外１路線）

（ 5）場 所 越谷市大字大林地内

（ 6）受 注 者 株式会社沖田土木            

（ 7）受 注 者 住 所 埼玉県越谷市向畑５２８－４

（ 8）履 行 期 間 令和６年３月１１日 から 令和６年１０月３１日 まで

（ 9）契 約 金 額 34,485,000 円(税込み)

（10）変 更 金 額 2,227,500 円(税込み)

（11）変更後の契約金額 36,712,500 円(税込み)

（12）変 更 の 概 要 施工延長：１６７．５ｍ、幅員：７．７７ｍ

舗装準備工：１式

歩道舗装工：【歩道一般部】路盤（ＲＣ－４０　平均１４．２ｃｍ）９３ｍ２、表層（透水性　ｔ
＝４ｃｍ）９３ｍ２、【歩道乗入部】路盤（Ｍ－３０　平均１４．２ｃｍ）６０ｍ２、表層（ＲＣ
密粒　ｔ＝５ｃｍ）６０ｍ２

車道舗装工：【車道部】路盤（Ｍ－３０　平均１３．５ｃｍ）９５１ｍ２、路盤（Ｍ－３０　平均
１０．８ｃｍ）１４４ｍ２、路盤（Ｍ－３０　平均５ｃｍ）６５ｍ２、表層（ＲＣ密粒　ｔ＝５ｃ
ｍ）１，１２０ｍ２、表層（ＲＣ密粒　ｔ＝４ｃｍ）９ｍ２、表層（ＩＬＢ撤去再設置　ｔ＝８ｃ
ｍ）２５ｍ２、表層（特殊ブロック撤去再設置　ｔ＝６ｃｍ）２ｍ２

排水構造物工：側溝嵩上げ（Ｕ－３００）１９４ｍ、街渠桝嵩上げ　１０基、集水桝Ａ嵩上げ　３
基、集水桝Ｂ嵩上げ　２基

付属施設工：街渠嵩上げ　９３ｍ、地先境界ブロックＡ（一般部）撤去再設置　１０４ｍ、地先境
界ブロックＡ（乗入部）撤去再設置　４６ｍ、ガードパイプ設置（Ｇｐ－Ｃｐ－２ＰＬ）７６ｍ

区画線工：１式、付帯工：１式

（13）変 更 の 理 由 １．令和６年３月から適用する公共工事設計労務単価の運用に係る特例措置により、工事請負契約
約款第６５条の規定に基づき、労務単価の変更をいたします。

２．施工に先立ち現地詳細測量をした結果、現況高に当初設計との差異を確認したことから、一部
区間の側溝嵩上げ工を減工するとともに既設下水入孔蓋付近において道路排水勾配が確保できない
ことから、マンホール蓋高調整及び道路付属物の高さ調整を増工します。また、横断防止柵（ガー
ドパイプ）について自治会と調整を行い合意を得ていたが、歩車道境界ブロック欠損部にて転倒な
どの安全性低下が懸念されることから、ガードパイプ設置から歩車道境界ブロック設置へ変更とし
ます。

３．現場調査を実施中に、近隣住民から工事区間に隣接する市道の側溝嵩上げについて相談を受
け、当該箇所が浸水対策実施予定区間であり、浸水対策を講じる必要性があることから、側溝嵩上
げ工を増工とします。

４．施工区域内における住民との工程調整に不測の日数を要し、工期内の完成が見込めない状況と
なったため、６２日間の工期延長を行います。なお、受注者の責めによらないため、損害金は無し
とします。



№ 006

契約番号： 5051000908

変更契約の内容に関する事項の公表

（ 1）当 初 契 約 年 月 日 令和６年３月１１日

（ 2）変 更 契 約 年 月 日 令和６年８月２８日

（ 3）業 種 土木一式工事　

（ 4）件 名 道路補修工事（市道８０５８５号線）

（ 5）場 所 越谷市大成町一丁目地内

（ 6）受 注 者 矢島建設株式会社            

（ 7）受 注 者 住 所 埼玉県越谷市袋山１９５９

（ 8）履 行 期 間 令和６年３月１１日 から 令和６年９月３０日 まで

（ 9）契 約 金 額 6,930,000 円(税込み)

（10）変 更 金 額 663,300 円(税込み)

（11）変更後の契約金額 7,593,300 円(税込み)

（12）変 更 の 概 要 施工延長Ｌ＝６２．４４ｍ　施工幅員Ｗ＝１．８ｍ

道路土工　　：１式

舗装工　　　：下層路盤（ｔ＝３８０ｍｍ）８ｍ２　上層路盤（ｔ＝３４０ｍｍ）８ｍ２

　　　　　　　基層　　（ｔ＝５０ｍｍ）８ｍ２　　中間層　（ｔ＝５０ｍｍ）８ｍ２

　　　　　　　表層　　（ｔ＝５０ｍｍ）８ｍ２

　　　　　　　下層路盤（ｔ＝３００ｍｍ）２９ｍ２　

　　　　　　　上層路盤（ｔ＝１００ｍｍ）２９ｍ２

　　　　　　　表層　　（ｔ＝５０ｍｍ）　３３ｍ２

排水構造物工：側溝工　（Ｕ３００×４００）２ｍ（Ｕ３００×５００）６ｍ

　　　　　　　　　　　（Ｕ３００×６００）４ｍ（Ｕ３００×７００）４ｍ

　　　　　　　　　　　（Ｕ３００×８００）２７ｍ

　　　　　　　横断暗渠（□３００×３００）１７ｍ

　　　　　　　集水桝（５００×５００×Ｈ８５０）２基

　　　　　　　集水桝（３００×５００×Ｈ１１５０）２基

構造物撤去工：１式

付帯工　　　：１式


（13）変 更 の 理 由 １．令和６年３月から適用する公共工事設計労務単価の運用に係る特例措置により、工事請負契約
約款第６５条の規定に基づき、労務単価の変更をいたします。

２．施工に先立ち、現地詳細調査を実施した結果、既設Ｕ字溝側壁が民地側への越境及び民地ブ
ロック塀基礎として兼用されていることを確認したことから、付帯工（ブロック塀復旧）を増工と
します。また、道路土工について、既設水道管切り回し工事に伴い、排水構造物工の掘削範囲に隣
接する水道管本管まで本工事に合わせて掘削を実施する必要が生じたことから、道路土工及び舗装
工を増工とします。このほか、本工事に伴い支障となる占用事業者の切り回し工事について、地域
住民との調整に時間を要し、不測の日数を要したことから、工期内の完成が見込めない状況となっ
たため、３１日間の工期延長を行います。なお、受注者の責めによらないため、損害金は無しとし
ます。



№ 007

契約番号： 5061000080

変更契約の内容に関する事項の公表

（ 1）当 初 契 約 年 月 日 令和６年５月２１日

（ 2）変 更 契 約 年 月 日 令和６年８月２８日

（ 3）業 種 土木一式工事　

（ 4）件 名 道路補修工事（市道３０２４５号線）

（ 5）場 所 越谷市大字大里地内

（ 6）受 注 者 株式会社三上建設            

（ 7）受 注 者 住 所 埼玉県越谷市大林４７１

（ 8）履 行 期 間 令和６年５月２１日 から 令和６年８月３０日 まで

（ 9）契 約 金 額 715,000 円(税込み)

（10）変 更 金 額 353,100 円(税込み)

（11）変更後の契約金額 1,068,100 円(税込み)

（12）変 更 の 概 要 舗装工　舗装準備工　　　　舗装版切断　　　　　０ｍ　　→　　１６ｍ

　　　　　　　　　　　　　舗装版破砕　　　　　０ｍ２　→　　２７ｍ２

　　　　　　　　　　　　　殻運搬処理（Ａｓ）　０ｍ３　→　　１ｍ３

　　　　舗装打ち換え工　　不陸整正（Ｍー３０　ｔ＝平均３０ｍｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０ｍ２　→　　２７ｍ２

　　　　　　　　　　　　　表層（再生密粒度Ａｓ　ｔ＝５０ｍｍ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９ｍ２　→　　３５ｍ２

（13）変 更 の 理 由 舗装工（表層工）について、現地詳細調査を実施した結果、後退部に隣接する

既設舗装部において、道路排水勾配が確保できないことを確認したことから、

舗装工を増工とします。


